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1. はじめに 

先の研究[1]と同様に，学生は教員が提供する

教材を e-learning システムからダウンロードする

が,その際教員は，学生がログインした IP アドレ

スを取得することができる．また,演習中に教員

は，グループ学習における学生個々のパフォー

マンス評価をタブレットで「座席」に対して記

録することにより，学生の IP アドレスと教員の

記録した評価を関連付けることにより，学生

個々に対して,明確なパフォーマンス評価を取得

できる方法を確立した．しかし計測したパフォ

ーマンス評価と課題提出物の評価を比較分析し

たところ，全体的にパフォーマンス評価の方が

低い結果が出たため，その原因を，パフォーマ

ンス評価の採取タイミングと判断した．同時に，

情報系協調学習におけるパフォーマンスの推移

は「凸型学習モデル」（図 1）を形作ると仮定し，

本研究では，この仮説「凸型学習モデル」を検

証するため，パフォーマンス評価の採取タイミ

ングを，協調学習の前半，中盤，後半の３つの

ポイントとした． 

協調学習時の学生の理解度を計測する方法は，

これまでの研究[2]ではグループ演習前後の学生

の自己評価の Before 値と After 値の比較で分析し

てきたが，本研究では教師によるパフォーマン

ス評価として授業内に複数回採取した．また，

学生自身でも理解の推移を確認するため，時系

列に自らの理解度をアナログ表示で記録しても

らった．この方法を協調学習でも実施し，パフ

ォーマンス評価と比較した． 

 

2.対象授業 

本研究で計測した教科は，文系大学 3 年生の

情報処理演習科目で，ExcelVBA を利用したシミ

ュレーション手法を学ぶものである．授業は一

斉学習形式で進み， ExcelVBA を採り入れた基

本的な課題を何度も演習後，シミュレーション

モデルの考え方に沿った課題に取り組み，更に

授業の終盤には学生の習熟度のばらつきを吸収

するため，グループ演習形式で課題に取り組ん

だ．課題は期末課題の位置付けで提示し，授業

時間内に協調学習形式を取り入れた．グループ

演習ではあるが，学生個々の理解と課題への参

加を重視し，課題の作成・提出は個々に実施さ

せた．パフォーマンス評価は，この期末課題の

協調学習活動について測定した． 

なお，本演習科目は，グループ演習を採り入

れている前期科目から続く科目であり，履修者

は前後期継続で履修することを義務づけている

ため，クループ活動に慣れている． 

 

3.評価の採取方法 

3-1.パフォーマンス評価の採取 

学生個々のパフォーマンス評価の計測方法は

以下の通りである（図 2）． 

(1) 学生の授業時 PC の IP アドレス取得：授業で

は，毎回授業始めに授業資料を e-learning システ

ムからダウンロードさせており，ここで学生の

IP アドレスが取得できる． 

(2) 学生からのグループメンバと座席の申請：グ

ループ学習開始時に，班名，グループメンバ，

各メンバの座席を申請させている．１グループ

の人数は 3 名前後である． 

(3) パフォーマンス評価の入力：グル―プ学習時

のパフォーマンス評価の記録は，教室の『座席』

と同じ配置の「座席表」をスプレッドシート上

に用意し，学生のパフォーマンスの評価を，

『座席』の位置に対して記録していく．入力手

段としては，この「評価表」を Google ドライブ

上に置き，机間巡視しつつ，タブレットから入

力した．  

(4) 事前に PC 室の IP アドレスは入手している． 

(5) 課題作成においては，全員で不明点などを解

決しながら，個々の画面でそれぞれが完成へ向

け作業を行い，個別に提出するよう義務づけた． 

以上，(1)(3)(4)の 3 つ情報を「座席」の位置情
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報で組み合わせた．「座席」（PC の位置）の IP
アドレス(4)と，実習の「座席」に対するパフォ

ーマンス評価(3)，学生の着座位置(1)を関連付け，

グループ学習時の学生個々のパフォーマンス評

価表を作成した．関連付けには「ExcelVBA」を

利用し，(2)の各メンバの座席の申請と照合した． 

岡本[2]は，協調学習に対するグループ学習後

のアンケートから，協調学習は学生の「主体

性」，「コミュニケーション力」などのコンピ

テンシーの育成につながると分析した．これに

より本研究のパフォーマンス評価の評価項目は

「知識の習得と活用」，「主体性」，「コミュ

ニケーション」とし，各々のルーブリックを作

成した． 

 

3-2．学生による理解度のアナログ記録 

学生に自己評価の側面から,時間的流れに対す

る「理解度の推移」を，以下の手法でアナログ

表示の記録をとった． 

学生は，授業終了時に Microsoft 社製ソフト

「ペイント」を使用して，授業時間内の「理解

度の推移」をアナログ曲線で記録し，ファイル

を e-learning から提出する．回収したファイルを

1 つ 1 つ透過処理後に重ね合わせ，クラス全体や

グループ活動の動きを観察した（図 3）． 

 

4.分析対象グループの絞り込み 

今回「凸型学習モデル」の確認のため，パフ

ォーマンス評価の採取回数を増やした（3 回／1
グループ）が，全グループに対して回数を増や

すのは評価者の負荷が大きい．また，活動の内

容はグループにより大きな差があるため，クラ

ス全体を分析対象とすると評価のばらつきが大

きくなり過ぎ，モデルの正しい評価にはつなが

らないと判断した．そのため授業開始直後の状

況から，教師が指導案を意識できる協調活動が

行われていると見られたグループを対象に絞り

込んで，パフォーマンス評価を複数回採取した． 

 

5.まとめ 

学生個々の,明確なパフォーマンス評価を記録

出来る方法を確立したことから，本研究ではパ

フォーマンス評価の採取回数を増やし，情報系

協調学習内でのパフォーマンスの推移を明らか

し，授業時間内の中盤にパフォーマンスが高く

なる「凸型学習モデル」を形成することを確認

した． 

また，この方式のパフォーマンス評価値は，

採取するタイミングでの値となるが，学生の理

解は累積的なものと考えられるため，学生は理

解度の自己評価をアナログ曲線形で記録したが，

理解度・習熟度には，ばらつきがあることから，

クラス全体のアナログ曲線には統一感はみられ

なかった． 

そのため本研究では，まずは理想的な協調学

習活動を進めていると教員が判断したグループ

に対して分析し，そのグループに対し教師によ

る評価と学生の自己申告とを比較し，理解の流

れを分析した．その分析結果より，PBL を採り

入れたことにより学生の理解が進むことを観測

した． 
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図 3：理解度の自己評価のアナログ記録 

図 2：パフォーマンス評価の仕組み 
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